
コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮

●友だちのうしろに並
んで、順番を待つ。

●順番を守り、友だち
と気持ちよく遊ぶ。

●遊具の順番を待つときの安全な待機場所を伝える。

●つかっている子どもは納得して相手に譲り、譲ってもらった子は
感謝の気持ちをことばで伝えられるように、やり取りの実例など
を示しつつ支援する。

●いろいろな毛糸があ
ることを知る。

●毛糸で作られた製品
を知る。

●毛糸の太さ、色、素材の違いなどを、絵本や実物をつかって説明する。

●実際に目で見て手でふれられるように、さまざまな種類の毛糸を
準備する。

●毛糸によってどんな違いがあるか、子ども自身のことばで伝えら
れるよう、応答的なやりとりをたいせつにする。

●着ている洋服や帽子、おもちゃなど、どこに毛糸がつかわれてい
るか、楽しみながら探せるように工夫する。

絵本をつかった

「つぎは
だれかな？」

「ふんわり
けいと」

「キンダーブックじゅにあ」を
保育にご活用ください！
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ヒントちゅうくんに届いたプレゼントは、ロボット、ボール、ミニカー、トラン
ペット……たくさんですね。ほかにもプレゼントの箱や袋があります。だ
れからだれへの贈り物なのか、中には何が入っているのか、想像して話を
すると楽しいですね。

「ちゅうくんはももちゃんの
うしろに並んだね！」「ちゅ
うくん、順番を待ててすご
いね」とちゅうくんが並ん
で待っていることに注目さ
せましょう。また「みんなも
順番を待てるかな？」「お友
だちが待っているときはど
うしたらいいかな？」と問
いかけ、待っている子と遊
んでいる子の両方の気持ち
を想像させましょう。お互
いに譲り合って遊ぶことの
たいせつさに気づけるとよ
いですね。

「ちゅうくん、ぶらんこで
遊びたいみたいだね」「も
もちゃんも乗りたくて待っ
ているみたいだよ」とそれ
ぞれの姿に注目させま
しょう。「お友だちがつ
かっているときはどうした
らいいかな」と尋ね、自分
で考えるきっかけを作り
ましょう。

順番を守って気持ちよく遊びましょう。

つぎは　だれかな？ うさぎの　パーティー

ふんわり　けいと

うさぎたちはなんのためにいろいろ
な物を作っているのか？　期待感を
高めながら読みましょう。

「何しているの？」という繰り返しの
問いかけを弾むように読んでみま
しょう。自分だったらパーティーに
何を作りたいか、想像するのもわく
わくしますね。

毛糸を観察し、さまざまな毛糸があ
ることを知りましょう。

「いろいろな色があるね」「太さや毛
糸玉の形も違うね」などと、毛糸を
じっくり観察することができるよう
に問いかけましょう。手袋やあみぐ
るみなど、身近に毛糸製品があれば
ぜひ実際に触ってみましょう。


